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編 集 後 記

春 と秋の学会の前 と、夏休みの前 と、それに年 の暮の四回 、編集 のた めに集 りまナ 。暮には 、あ と

少 しばか りの ビールを飲 む。来年か ら「初歩低温技術 シリーズ 」を始めてみ ようとい う ことになって

ワーキンググループを作 りま した 。どん なに分か りきったつ も りでい る事 で も、実地に熱心 にその事

に取 のぐん でいる入の 口か ら言われる とズ シリと応え る、そんな シ リーズに したい とい うよ うな話を

していま した。この号の(理)石 田 さんの「半導体試料への電極 付け 」はすば らしい冷-手本 にな り盛'

した 。 「 … 日頃半導体試料 を扱い慣れた方々に と っては、取るに取 らない ことが らで ある点を御

容謝願いた い 」か ら始ま る一文は一行一行感激 しま した。 こうい うシリーズを作 りたい。

そ れと 「肩の こらないSI単 位考 」の淡 々とした 記述の 中に・ある意味で同 じ強烈 な感銘を受け まし

た。私 など単位の約束は大切だ などと言った舌の根 も乾かぬ暇 π、注あ何 とい っても内容が第一 でなど

と軽 々 しい事を言っていた ものです 。毎号一編位 は完壁 な表示に した もの を載せ なけれ ばと思い ます,

最 近 の何号か を読み返 してみ ました。 どの文章 に も身内の気 安さ とそ れか ら くる適当な気 負が感ぜ

られ て編集 員冥 加を感 じた次第 で した。

最後に新春に因ん で、単位 の複数表示 について、ジ ョー ダンクイズを1つ 。ガウスの複 数はガイス

アハハと笑 った方は少しばか り英語に 自信 を持たれ よ。(長 谷 田 泰 一郎)
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